

法令対応確認一覧（大学及び大学院関係）
	[bookmark: _GoBack]No.
	大学評価基準
	関係法令（※）
	対応
状況
	根拠となる資料又はURL
	備考［様式23］



	
	[bookmark: _Toc16848844]基準Ⅰ ミッションと教育の効果
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848845]Aミッション
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848846]基準Ⅰ-A-1  ミッションを確立している。
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848848]B 教育の効果
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848849]基準Ⅰ-B-1  教育目的・目標を確立している。
	【学校教育法】第83条第1項（大学の目的）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第83条の2（専門職大学の目的）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第99条（大学院の目的）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第172条の2第1項（大学が公表すべき教育研究情報）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第2条（教育研究上の目的）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第1条の2（教育研究上の目的）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848850]基準Ⅰ-B-2  学習成果を定めている。
	【学校教育法施行規則】第172条の2第4項（大学が公表に努める情報）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848851]基準Ⅰ-B-3  卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受入れの方針（三つの方針）を一体的に策定し、公表している。
	【学校教育法施行規則】第165条の2（三つの方針の策定）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第172条の2第1項（大学が公表すべき教育研究情報）
	
	
	

	
	　C 社会貢献
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848847]基準Ⅰ-C-1  高等教育機関として地域・社会に貢献している。
	【学校教育法】第83条第2項（社会貢献）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第105条（履修証明）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第107条（公開講座）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第164条（履修証明書が交付される特別の課程）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848852]　D 内部質保証
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848853]基準Ⅰ-D-1　自己点検・評価活動等の実施体制を確立し、内部質保証に取り組んでいる。
	【学校教育法】第109条第1項（自己点検・評価）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第166条（自己点検・評価の項目、体制）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848854]基準Ⅰ-D-2　教育の質を保証している。
	【大学設置基準】第1条（趣旨）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第1条（趣旨）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848855]基準Ⅱ 教育課程と学生支援
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848856]A 教育課程
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848857]基準Ⅱ-A-1  卒業認定・学位授与の方針に従って、単位授与、卒業認定や学位授与を適切に行っている。

	【学校教育法】第87条（大学の修業年限）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第87条の2（専門職大学の課程）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第88条（科目等履修生の修業年限の通算）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第88条の2（実践的な能力を修得した者の修業年限の通算）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第89条（早期卒業）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第104条（学位）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第146条（大学における修業年限の通算）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第146条の2（専門職大学等における修業年限の通算）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第147条（早期卒業の認定要件）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第148条（修業年限が四年を超える学部にかかる早期卒業）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第149条（早期卒業における３年以上在学した者に準ずる者）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第163条の2（学修証明書）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第173条（卒業証書）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第25条の2（成績評価基準等の明示等）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第27条（単位の授与）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第27条の2（履修科目の登録の上限）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第28条（他の大学、専門職大学又は短期大学における授業科目の履修等）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第29条（大学以外の教育施設等における学修）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第30条（入学前の既修得単位等の認定）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第31条（科目等履修生等）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第32条（卒業の要件）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第33条（授業時間制をとる場合の特例）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第42条の8（入学前の実務経験を通じて修得した実践的な能力についての単位認定）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第42条の9（専門職学科に係る卒業の要件）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第14条の2（成績評価基準等の明示等）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第15条（大学設置基準の準用）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第16条（修士課程の修了要件）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第16条の2（博士課程の前期の課程の取扱い）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第17条（博士課程の修了要件）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第18条（大学院における在学期間の短縮）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第44条（医学、歯学、薬学又は獣医学を履修する博士課程に関する特例）
	
	
	

	
	
	【学位規則】第2条（学士の学位授与の要件）
	
	
	

	
	
	【学位規則】第3条（修士の学位授与の要件）
	
	
	

	
	
	【学位規則】第4条（博士の学位授与の要件）
	
	
	

	
	
	【学位規則】第5条（学位の授与に係る審査への協力）
	
	
	

	
	
	【学位規則】第10条（専攻分野の名称）
	
	
	

	
	
	【学位規則】第12条（学位授与の報告）
	
	
	

	
	
	【学位規則】第13条（学位規程）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848858]基準Ⅱ-A-2  教育課程編成・実施の方針に従って、教育課程を編成している。
	【学校教育法施行規則】第163条（学年の始期及び終期）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第163条の2（学修証明書）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第19条（教育課程の編成方針）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第20条（教育課程の編成方法）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第21条（単位）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第22条（一年間の授業期間）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第23条（各授業科目の授業期間）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第25条（授業の方法）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第25条の2（成績評価基準等の明示等）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第26条（昼夜開講制）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第30条の2（長期にわたる教育課程の履修）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第41条（学部等連係課程実施基本組織に関する特例）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第42条の4（専門職学科に係る教育課程の編成方針）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第42条の5（教育課程連携協議会）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第42条の6（専門職学科の授業科目）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第11条（教育課程の編成方針）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第12条（授業及び研究指導）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第13条（研究指導）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第14条（教育方法の特例）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第15条（大学設置基準の準用（各授業科目の単位、授業日数等
）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848859]基準Ⅱ-A-3  教育課程は、大学設置基準にのっとり、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培うよう編成している。
	【大学設置基準】第19条（教育課程の編成方針）
	
	
	

	
	B 学習成果
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848861]基準Ⅱ-B-1  授与する学位分野ごとの学習成果は明確である。
	【学校教育法施行規則】第172条の2第4項（修得すべき知識等に関する情報の公表）
	
	
	

	
	基準Ⅱ-B-2  学習成果の獲得状況を適切に評価している。
	【学校教育法施行規則】第172条の2第1項第6号（卒業認定等の基準）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848862]基準Ⅱ-B-3  学習成果の獲得状況を量的・質的データを用いて測定する仕組みをもっている。
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848863]基準Ⅱ-B-4  学習成果の獲得状況の公表に努めている。
	
	
	
	

	
	C 入学者選抜
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848860]基準Ⅱ-C-1  入学者選抜は、公正かつ妥当な方法により、適切な体制を整えて実施している。

	【学校教育法】第90条（大学の入学資格）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第102条（大学院の入学資格）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第122条（大学への編入学（高等専門学校））
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第132条（大学への編入学（専修学校の専門課程））
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第150条（高等学校卒業者と同等以上の学力があると認められる者）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第151条（飛び入学制度の適切な運用）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第153条（飛び入学に必要な高等学校在学年数）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第154条（飛び入学に必要な高等学校在学年数以上在学した者に準ずる者）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第155条（大学院への入学に関し大学卒業者と同等以上の学力があると認められる者）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第156条（修士の学位と同等以上の学力があると認められる者）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第157条（大学院飛び入学に必要な事項の公表等の適切な運用）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第158条（飛び入学制度の運用状況についての点検・評価及び結果の公表）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第159条（大学院への飛び入学に関し必要な大学在学年数）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第160条（大学院への飛び入学に関し文部科学大臣の定める年数以上大学に在学した者に準ずる者）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第161条（短期大学卒業者の編入学）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第162条（外国の大学等に在学した者の大学等への転学）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第178条（高等専門学校を卒業した者の大学への編入学）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第186条（専修学校の専門課程修了者の大学への編入学の基準）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第2条の2（入学者選抜）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第18条（収容定員）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第42条の2（専門職学科に係る入学者選抜）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第1条の3（入学者選抜）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第10条（収容定員）
	
	
	

	
	基準Ⅱ-C-2  入学者選抜に関する情報を適切に提供している。
	【学校教育法施行規則】第172条の2第1項第1号（三つの方針等の公表）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第172条の2第1項第8号（授業料、入学料等の公表）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第43条（経済的負担の軽減のための措置等に関する情報の明示）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848864]D 学生支援
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848866]基準Ⅱ-D-1　学習成果の獲得に向けて学習支援を組織的に行っている。
	【大学設置基準】第7条第2項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第42条（学識を教授するために必要な能力を培うための機会等）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848867]基準Ⅱ-D-2  学習成果の獲得に向けて学生の生活支援を組織的に行っている。
	【大学設置基準】第7条第3項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第43条（経済的負担の軽減のための措置等に関する情報の明示）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848868]基準Ⅱ-D-3  進路支援を組織的に行っている。
	【大学設置基準】第7条第3項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第7条第5項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848869]基準Ⅲ 教育資源と財的資源
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848870]A 人的資源
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848871]基準Ⅲ-A-1  教育課程編成・実施の方針に基づき教員を配置している。

	【学校教育法】第85条（大学の学部等教育研究上の基本組織）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第92条（大学の教職員の種類）
	
	
	

	
	
	【学校教育法】第100条（大学院の研究科等教育研究上の基本組織）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第3条（学部）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第4条（学科）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第5条（課程）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第6条（学部以外の基本組織）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第7条（第1項、第2項、第6項、第7項）（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	＜旧大学設置基準 第7条＞（教員組織）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第8条（授業科目の担当）
	
	
	

	
	
	＜旧大学設置基準 第10条＞（授業科目の担当）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第19条第3項（教育課程の編成方針）
	
	
	

	
	
	＜旧大学設置基準 第10条の2＞（専攻分野における実務の経験及び高度の実務の能力を有する教員）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第10条（基幹教員数）
	
	
	

	
	
	＜旧大学設置基準 第13条＞（専任教員数）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第13条（教授の資格）
	
	
	

	
	
	＜旧大学設置基準 第14条＞（教授の資格）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第14条（准教授の資格）
	
	
	

	
	
	＜旧大学設置基準 第15条＞（准教授の資格）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第15条（講師の資格）
	
	
	

	
	
	＜旧大学設置基準 第16条＞（講師の資格）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第16条（助教の資格）
	
	
	

	
	
	＜旧大学設置基準 第16条の2＞（助教の資格）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第17条（助手の資格）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第42条の3（実務の経験等を有する基幹教員）
	
	
	

	
	
	＜旧大学設置基準 第42条の6＞（実務の経験等を有する専任教員）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】附則（令和4年9月30日文部科学省令第34号抄）第4条（施設及び教員に関する経過措置）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】附則（令和4年9月30日文部科学省令第34号抄）第5条（講師の経歴に関する経過措置）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第2条（大学院の課程）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第2条の2（専ら夜間において教育を行う大学院の課程）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第3条（修士課程）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第4条（博士課程）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第5条（研究科）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第6条（専攻）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第7条（研究科と学部等の関係）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第7条の3（研究科以外の基本組織）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第8条（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第9条（専攻ごとに置く必要のある教員の資格）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第9条の2（一定規模数以上の入学定員の大学院研究科の教育研究実施組織）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848872]基準Ⅲ-A-2  教員は、教育課程編成・実施の方針に基づき教育研究活動を行っている。
	【大学設置基準】第40条の3（教育研究環境の整備）
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848873]基準Ⅲ-A-3  学習成果の獲得が向上するよう事務職員等を配置している。
	【学校教育法】第114条（事務職員、技術職員の職務）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第7条第1項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第7条第3項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第7条第4項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第8条第1項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第8条第3項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第8条第4項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	基準Ⅲ-A-4　学習成果の獲得に向けて、教職員の役割や責任を規定している。
	【大学設置基準】第7条第2項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第7条第5項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第8条第2項（教育研究実施組織等）
	
	
	

	
	基準Ⅲ-A-5  教職員等の資質、教育能力、専門的能力等が向上するよう組織的な研修を実施している。
	【大学設置基準】第11条（組織的な研修等）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第9条の3（組織的な研修等）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848874]基準Ⅲ-A-6  労働関係法令を遵守し、人事・労務管理を適切に行っている。
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848875]B 物的資源
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848876]基準Ⅲ-B-1  教育課程編成・実施の方針に基づき校地、校舎、施設設備、その他の物的資源を整備、活用している。
	【大学設置基準】第18条（収容定員）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第24条（授業を行う学生数）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第34条（校地）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第35条（運動場等）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第36条（校舎）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第37条（校地の面積）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第37条の2（校舎の面積）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第38条（教育研究上必要な資料及び図書館）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第39条（附属施設）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第39条の2（薬学実務実習に必要な施設）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第40条（機械、器具等）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第40条の2（二以上の校地において教育研究を行う場合における施設及び設備）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第40条の3（教育研究環境の整備）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第42条の7（専門職学科に係る授業を行う学生数）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第42条の10（実務実習に必要な施設）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第10条（収容定員）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第19条（講義室等）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第20条（機械、器具等）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第21条（教育研究上必要な資料）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第22条（学部等の施設及び設備の共用）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第22条の2（二以上の校地において教育研究を行う場合における施設及び設備）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第22条の3（教育研究環境の整備）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848877]基準Ⅲ-B-2  施設設備の維持管理を適切に行っている。
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848878]C 技術的資源をはじめとするその他の教育資源
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848879]基準Ⅲ-C-1  教育課程編成・実施の方針に基づき学習成果を獲得させるために技術的資源を整備し、有効に活用している。
	【大学設置基準】第38条（教育研究上必要な資料及び図書館）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848880]　D 財的資源
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848881]基準Ⅲ-D-1  財的資源を適切に管理している。
	【大学設置基準】第18条（収容定員）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第40条の3（教育研究環境の整備）
	
	
	

	
	
	【大学院設置基準】第22条の3（教育研究環境の整備）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第25条（資産）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848882]基準Ⅲ-D-2  財的資源の実態を把握し、財政上の安定を確保するよう計画を策定し、管理している。
	【私立学校法】第45条の2（予算及び事業計画並びに事業に関する中期的な計画）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848883]基準Ⅳ 大学運営とガバナンス
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848884]A大学設置法人の意思決定
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848885]基準Ⅳ-A-1  法令等に基づき大学設置法人の管理運営体制が確立している。
	【私立学校法】第24条（学校法人の責務）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第26条の2（特別の利益供与の禁止）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第29条（一般社団・財団法人法の規定の準用（代表者の第三者損害賠償責任））
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第35条（役員）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第35条の2（学校法人と役員との関係）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第36条（理事会）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第37条（役員の職務等）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第38条（役員の選任）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第40条（役員の補充）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第40条の2（忠実義務）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第40条の3（理事の代理行為の委任）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第40条の5（一般社団・財団法人法の規定の準用（仮処分命令により選任された理事又は理事長の職務を代行する者の権限等））
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第42条（評議員会の意見を聴く必要がある事項）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第44条の2（役員の学校法人に対する損害賠償責任）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第44条の3（役員の第三者に対する損害賠償責任）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第44条の4（役員の連帯責任）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第44条の5（一般社団・財団法人法の規定の準用（損害賠償責任の免除等））
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第45条（寄附行為変更の認可等）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第45条の2（予算及び事業計画並びに事業に関する中期的な計画）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第46条（評議員会に対する決算等の報告）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第47条（財産目録等の備付け及び閲覧）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第48条（報酬等）
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848886]B 教学運営
	
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848887]基準Ⅳ-B-1　学習成果を獲得させるために、教学マネジメントの確立に努めている。
	【学校教育法】第93条（教授会）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第26条第5項（退学、停学等の処分手続きの制定）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第143条（教授会に置く代議員会等）
	
	
	

	
	
	【大学設置基準】第12条（学長の資格）
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	[bookmark: _Toc16848889]基準Ⅳ-C-1  監事は法令等に基づき適切に業務を行っている。
	【私立学校法】第35条（役員）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第35条の2（学校法人と役員との関係）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第37条（役員の職務等）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第38条（役員の選任）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第39条（役員の兼職禁止）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第40条（役員の補充）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第40条の5（一般社団・財団法人法の規定の準用（仮処分命令により選任された理事又は理事長の職務を代行する者の権限等））
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第44条の2（役員の学校法人に対する損害賠償責任）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第44条の3（役員の第三者に対する損害賠償責任）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第44条の4（役員の連帯責任）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第44条の5（一般社団・財団法人法の規定の準用（損害賠償責任の免除等））
	
	
	

	
	[bookmark: _Toc16848890]基準Ⅳ-C-2  評議員会等は法令等に基づき開催され、諮問機関等として適切に運営している。
	【私立学校法】第41条（評議員会）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第43条（評議員会の役割）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第44条（評議員の選任）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第44条の5（一般社団・財団法人法の規定の準用（損害賠償責任の免除等））
	
	
	

	
	基準Ⅳ-C-3  会計監査人は法令等に基づき適切に業務を行っている。
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	[bookmark: _Toc16848891]基準Ⅳ-D-1  大学は、高い公共性と社会的責任を有しており、積極的に情報を公表・公開して説明責任を果たしている。
	【学校教育法】第113条（情報の公表）
	
	
	

	
	
	【学校教育法施行規則】第172条の2（大学が公表すべき教育研究情報）
	
	
	

	
	
	【学位規則】第8条（論文要旨等の公表）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第33条の2（寄附行為の備置き及び閲覧）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第33条の3（財産目録の作成及び備置き）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第47条（財産目録等の備付け及び閲覧）
	
	
	

	
	
	【私立学校法】第63条の2（情報の公表）
	
	
	



· 大学設置基準　第11章共同教育課程に関する特例、第12章工学に関する学部の教育課程等に関する特例、第13章国際連携学科に関する特例、第14章教育課程等に関する事項の改善に係る先導的な取組に関する特例並びに大学通信教育設置基準及び専門職大学設置基準については別にする。
· 令和7年度短期大学認証評価の自己点検・評価は令和6年度を中心に行うため、私立学校法については改正（令和7年4月1日施行）前の条項を記載している。
· 「関係法令」の欄には、各条項に本協会による注記（＊）を付している。

【記入上の注意】
(1) 「対応状況」の欄には、その状況を「○」、「×」で記載し、当該法令に該当しない場合は「該当なし」と記載する。
(2) 「根拠となる資料又はURL」の欄には、資料名のほか、URLの場合は該当ページを直接開くことができるURL（ページのタイトルがあれば併記）、また、規程等の場合は（必要に応じて）条項も記載する。なお、資料等がない場合は「なし」と記載する。
(3) 大学設置基準（令和4年10月1日施行）の附則（令和4年9月30日文部科学省令第34号 抄）の経過措置の規定により、「基準Ⅲ-A-1」において専任教員等に係る改正前の条項を＜旧大学設置基準 第●条＞として示している。
各大学は、実態に応じて新旧設置基準のどちらかで確認する。
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